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環
境
省
は
十
二
月
十
日
、

東
京
・
中
央
区
の
Ａ
Ｐ
東
京

八
重
洲
通
り
会
議
室
で
第
三

回
「
巨
大
地
震
発
生
時
に
お

け
る
災
害
廃
棄
物
対
策
検
討

委
員
会
」
（
委
員
長
・
酒
井

伸
一
京
都
大
学
環
境
安
全
保

会
場
の
入
口
で
は
同
連
絡

会
の
長
年
に
わ
た
る
活
動
を

健
機
構
附
属
環
境
科
学
セ
ン

タ
ー
長
）
を
開
き
、
し
尿
・

ご
み
処
理
な
ど
の
対
策
ス
キ

ー
ム
と
し
て
制
度
的
な
側
面

の
論
点
整
理
を
行
っ
た
。
事

業
者
の
役
割
・
責
務
と
し
て

廃
棄
物
関
連
業
者
だ
け
で
な

紹
介
し
た
パ
ネ
ル
を
展
示
。

出
席
者
は
感
慨
深
く
栄
え
あ

く
建
設
業
者
、
プ
ラ
ン
ト
供

給
業
者
、
資
材
供
給
業
者
な

ど
の
幅
広
い
連
携
に
よ
る
主

体
的
な
災
害
対
応
が
不
可
欠

だ
と
し
て
い
る
。
来
年
二
月

を
め
ど
に
行
動
指
針
の
骨
子

案
を
ま
と
め
る
予
定
だ
。

る
歴
史
を
振
り
返
っ
た
。

記
念
式
典
で
は
岩
澤
芳
光

同
省
は
東
日
本
大
震
災
を

上
回
る
規
模
の
巨
大
地
震
に

備
え
、
昨
年
度
に
学
識
者
や

地
方
公
共
団
体
、
関
係
団
体

な
ど
か
ら
な
る
同
検
討
委
を

設
置
。
総
合
的
な
検
討
の
結

果
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の

副
理
事
長
の
開
会
の
辞
に
続

い
て
貝
澤
理
事
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
「
わ
れ
わ
れ
は
安

全
な
水
道
水
を
お
届
け
す
る

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
水
道
水
の

連
携
や
民
間
業
者
の
協
力
が

欠
か
せ
な
い
こ
と
が
明
ら
か

安
全
性
を
守
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
所
存
だ
。
四
十
年

前
、
私
は
ま
だ
中
学
生
だ
っ

た
。
今
日
が
あ
る
の
も
諸
先

輩
、
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
の
賜

物
だ
。
昭
和
五
十
一
年
の
分

割
、
昭
和
五
十
七
年
の
統
合

を
含
め
名
称
変
更
も
幾
度
か

あ
り
、
昨
年
法
人
化
し
た
の

を
機
に
現
在
の
名
称
に
改
め

た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、

新
潟
県
中
越
地
震
、
東
日
本

大
震
災
な
ど
に
際
し
て
は
被

災
地
へ
出
動
し
、
水
道
施
設

の
復
旧
工
事
に
携
わ
っ
て
き

た
。
今
後
起
こ
り
う
る
大
地

震
に
備
え
。
東
京
都
水
道
局

と
災
害
協
定
を
締
結
し
、
被

災
地
で
の
経
験
を
活
か
し
て

防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
の
役
割
は
諸
先
輩

か
ら
引
き
継
い
だ
タ
ス
キ
を

次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
だ
。
今
後
も
長
く
継

承
さ
れ
る
よ
う
時
代
に
あ
わ

せ
て
進
化
し
て
い
く
」
と
力

強
く
決
意
を
表
明
し
た
。

続
い
て
吉
倉
正
美
東
京
都

議
会
公
明
党
上
下
水
道
整
備

促
進
議
員
連
盟
会
長
、
友
利

春
久
顧
問
、
村
上
英
子
東
京

都
議
会
自
民
党
幹
事
長
、
青

木
秀
幸
東
京
都
水
道
局
給
水

に
な
り
、
発
災
前
か
ら
地
域

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
協
議
な
ど

を
呼
び
か
け
た
「
巨
大
災
害

発
生
時
に
お
け
る
災
害
廃
棄

物
対
策
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
に
つ
い
て
」
を
策
定
し

た
。
同
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

で
は
①
全
国
規
模
で
の
体
制

構
築
②
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
単
位

で
の
体
制
構
築
③
制
度
的
な

対
応
④
人
材
育
成
・
体
制
の

強
化
⑤
処
理
シ
ス
テ
ム
・
技

術
の
検
討
―
―
な
ど
を
提
言

部
長
、
増
子
敦
東
京
水
道
サ

ー
ビ
ス
㈱
社
長
、
岩
野
隆
一

東
京
都
管
工
事
工
業
協
同
組

合
理
事
長
、
小
林
光
一
東
京

都
水
道
専
業
者
協
会
会
長
、

藤
本
高
之
ヤ
マ
ト
ガ
ワ
㈱
社

長
ら
が
来
賓
を
代
表
し
て
祝

辞
を
述
べ
た
。
岩
野
東
管
協

組
理
事
長
は
「
大
局
的
見
地

で
最
大
限
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
長
い
あ
い
だ
苦

楽
を
共
に
し
、
心
を
寄
せ
合

っ
て
き
た
仲
間
と
ふ
た
た
び

ま
と
ま
り
、
当
組
合
を
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」

と
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

こ
の
あ
と
中
村
保
三
㈲
関

中
水
道
社
長
、
野
澤
澄
夫
ノ

ザ
ワ
工
業
㈱
社
長
、
新
家
功

一
㈱
新
家
工
業
社
長
、
柿
内

幸
蔵
さ
か
え
設
備
㈱
会
長
、

猪
俣
正
金
水
元
設
備
㈱
会
長

ら
の
功
労
者
を
表
彰
し
た
。

祝
賀
会
で
は
プ
ロ
野
球
投

手
・
㈱
ス
ポ
ー
ツ
バ
ッ
ク
ス

の
上
原
浩
治
氏
の
音
頭
で
一

斉
に
乾
杯
。
松
田
英
行
三
多

摩
管
工
事
協
同
組
合
理
事
長

ら
も
交
え
て
な
ご
や
か
に
歓

談
し
、
大
曽
根
隆
副
理
事
長

の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
盛
況
の

う
ち
に
散
会
し
た
。

し
て
い
る
。

今
回
の
制
度
面
に
お
け
る

対
策
ス
キ
ー
ム
で
は
①
各
主

体
の
役
割
・
責
務
の
明
確
化

②
各
主
体
・
主
体
間
連
携
に

よ
る
発
災
前
対
策
③
各
主
体

・
主
体
間
連
携
に
よ
る
発
災

後
対
策
④
処
理
に
関
す
る
財

政
支
援
―
―
な
ど
に
論
点
を

整
理
し
、
実
践
的
な
行
動
指

針
づ
く
り
へ
各
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
で
検
討
を
進
め
て

い
く
。
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同
組
合
東
京
都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会
（
貝
澤
二
郎
理
事
長
）
は
十
二
月
十
一
日
、
東
京
・
西
新
宿
の
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
設
立
四
十
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
開
催
し
た
。
組
合
員
や
協
賛
会
員
を
は
じ
め
東
京
都
水
道

局
、
都
議
、
関
係
団
体
な
ど
の
来
賓
を
迎
え
て
約
百
三
十
名
が
一
堂
に
集
い
、
組
織
を
あ
げ
て
震
災
時
に
応
急
復

旧
活
動
を
展
開
す
る
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
に
日
夜
奮
闘
し
て
き
た
力
強
い
足
跡
を
踏
ま
え
、
決
意
も
新
た

に
安
全
な
水
道
水
の
提
供
へ
一
致
団
結
し
て
進
化
・
発
展
す
る
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。
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行動指針策定へ意見交換

京王プラザホテルで開催

岩野東管理事長

増子社長

貝澤理事長

吉倉議連会長

貝澤理事長と功労者表彰５氏


